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平成２５年荒川区教育委員会第１９回定例会 

 

 １ 日  時    平成２５年１０月１１日         午後１時３０分 

 

 ２ 場  所    第三峡田小学校 ランチルーム 

 

 ３ 出席委員    委   員   長           青 山   佾 

           委員長職務代理者           髙 野 照 夫 

           委      員           小 林 敦 子 

           委      員           坂 田 一 郎 

           教育長 教育部長事務取扱       高 梨 博 和 

 

 ４ 出席職員    教 育 総 務 課 長           佐 藤 泰 祥 

           教 育 施 設 課 長           丹   雅 敏 

           学 務 課 長           佐 藤 淳 哉 

           社 会 教 育 課 長           北 村 美紀子 

           社 会 体 育 課 長           泉 谷 清 文 

           指 導 室 長           武 井 勝 久 

           南千住図書館長           小 堀 明 美 

           書      記           駒 﨑 彰 一 

           書      記           大 谷   実 

           書      記           湯 田 道 徳 

           書      記           宮 島 弘 江 

 

 

 （１） 審議案件 

    議案第２８号 荒川区教育委員会委員長の改選について 

 （２） 報告事項 

    ア 平成２５年特別区人事委員会勧告の概要について 

    イ 平成２５年度における荒川区立幼稚園、小・中学校の研究活動について 

    ウ 平成２５年度東京都功労者表彰（文化功労）の受賞について 

    エ 平成２５年度生涯スポーツ功労者及び生涯スポーツ優良団体表彰の受賞について 
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 （３） その他 
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○委員長 ただいまから、荒川区教育委員会第１９回定例会を開催します。 

 出席委員数は、本日５名出席です。 

 会議録の署名委員は、小林委員及び高梨委員にお願いをいたします。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長 教育長、あいさつをお願いします。 

○教育長 この委員会の前に、三峡小タブレット授業御視察いただきまして、どうもありがとうご

ざいます。ぜひ、中学校についても、御視察いただければと思っていますし、委員の皆様の貴重

な御意見等も参考にさせていただいて、モデル事業の検証を行って参りたいと思ってございます。 

 また、本日は教育委員会委員長の改選という形で、御審議いただきたいと思ってございますの

で、この点についても、どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長 ありがとうございました。 

 ６月１４日開催の第１１回定例会及び６月２１日開催の第１２回定例会の会議録につきまして

は、前回の定例会で配付し、確認等していただきました。本日、特に御意見等がなければ承認し

たいと思いますが、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長 では、承認といたします。 

 また、７月１９日開催の第１３回定例会及び７月２６日開催の第１４回定例会の会議録が机上

に配付されています。次回の定例会で承認についてお諮りしますので、次回までに確認し、何か

あれば、事務局まで御連絡をお願いします。 

 それでは、本日の議事日程に従って進めます。 

 あらかじめ送付した開催通知では、審議事項１件、報告事項３件として御案内しておりました

が、本日は御手元の次第のとおり報告事項を１件追加させていただきました。 

 まず、議案の審議を行います。 

 議案第２８号「荒川区教育委員会委員長の改選について」を議題とします。 

 私の委員長としての任期が１０月１９日で満了するため、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第１２条の規定に基づき、次期委員長を本日選出したいと思いますが、御異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長 では、委員長の選任の方法は、いかがいたしましょうか。お諮りいたします。 

○坂田委員 指名推薦の方法により選任することを提議いたします。 

○委員長 坂田委員から提議されましたとおり、指名推薦の方法により決定することに異議はあり

ませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長 では、指名推薦の方法により次期委員長を選任することといたします。推薦をお願いい

たします。 

○小林委員 委員長には、髙野委員を推薦いたします。 

○委員長 ただいま、小林委員より推薦がありましたが、髙野委員を次期委員長と定めることに異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長 異議ないものと認めます。髙野委員を次期委員長と決定いたします。髙野委員、ごあい

さつをお願いします。 

○高野委員 髙野でございます。小林委員から御推薦をいただきました。つつがなく努めていきた

いと思います。よろしくお願いします。 

 また、前任であられました青山委員長には、大変御指導いただきましてありがとうございます。

また引き続きよろしくお願いいたします。 

○委員長 次に、委員長職務代理者が空席となりますので、次期委員長職務代理者の指定を議題と

いたします。 

 指定の方法は、いかがいたしましょうか。お諮りいたします。 

○坂田委員 委員長による指名推薦の方法により指定することを提議いたします。 

○委員長 坂田委員より提議されましたとおり、委員長が指名推薦することに異議はありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長 それでは、私が推薦させていただきます。次期委員長職務代理者には、小林委員を推薦

いたします。小林委員を次期委員長職務代理者に指定することに異議はありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長 異議ないものと認めます。小林委員を次期委員長職務代理者に指定することに決定いた

します。 

 小林委員、ごあいさつをお願いします。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林委員 荒川の教育ですが、学力の向上の問題や、あるいはタブレットの活用など、多くの課

題があるかと思います。髙野先生を支えつつ、全力を尽くしていきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

○委員長 次に、委員長及び委員長職務代理者の改選に伴って、議席の指定を行います。議席案を

配付いたします。 

〔事務局職員 議席表を配布する〕 
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 御手元の議席案のとおり指定することに異議はありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長 異議ないものと認め、議席案のとおり議席を決定いたします。 

 続いて、報告事項に移ります。 

 初めに「平成２５年特別区人事委員会勧告の概要について」、説明をお願いします。 

○教育総務課長 それでは、御手元の資料に基づきまして、「平成２５年特別区人事委員会勧告の

概要について」御報告いたします。 

 １０月９日、特別区人事委員会は、各区区議会議長及び、各区区長宛に特別区における一般職

の職員の給与につきまして、民間給与実態調査の結果を踏まえた区の一般職員と、民間従業員と

の給与の比較結果に関する報告、並びにその調査結果を踏まえました給与改定の勧告を行ったと

ころでございます。 

 本年の勧告のポイントでございます。御手元の資料の上段にありますように、三つございます。 

 １点目は月例給与の引き下げでございます。特別区の一般職員の給与が民間給与を５８８円、

０．１４％相当分を上回っているため、この差を解消するために、給料表の引き下げ改定を行う

というものでございます。 

 ２点目は、特別給については改定をしないというものでございます。職員に対する特別給の支

給割合は現行３．９５カ月が民間の支給割合３．９７カ月とおおむね均衡しているため、改定を

行わないという内容でございます。 

 ３点目の新たな住居手当の制度ですが、借家、借間に居住している、一定年齢層の職員に住居

手当を加算措置するものでございます。 

 景気は緩やかに回復しつつある中、月例給与につきましては、５年連続の引き下げ改定という

ことでございます。 

 以上が、勧告のポイントでございます。 

 それでは、以下、記載の資料に従いまして、若干補足をさせていただきます。 

 はじめに、Ⅰの「職員と民間従業員との給与の比較」についてでございますが、特別区人事委

員会におきましては、職員の給与と民間従業員との生活の比較を行うため、本年の４月の時点に

おける区職員の給与の実態を調査するとともに、特別区内の民間従業員の給与水準等を把握する

ため、人事院や東京都人事委員会等と協働して職種別民間給与実態調査を行っているところでご

ざいます。 

 １の「職員給与等実態調査の内容」でございます。調査対象は５８，６３８人で、そのうち民

間従業員と比較する「行政職給料表（一）」が適用される事務、技術職員数が３０，６５４人。

平均給与月額が４０７，３７６円。平均年齢４２．８歳となっております。 
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 ２の「民間給与実態調査の内容」ですが、特別区内の企業規模５０人以上、かつ事業所規模

５０人以上の事業所の中から無作為に抽選をいたしました。１，０９５事業所を対象に事業所を

直接訪問し、当該事業所で働く従業員の方の本年４月分の給与支給額と、昨年の８月から本年

７月までの特別給の支給状況、さらには、給与改定の状況等を調査したものでございます。 

 結果といたしまして、３番目のところでございますが、公民格差の結果でございますが、本年

４月におけます民間従業員の給与につきましては、４０６，７８８円。同時期の区職員の給与が

４０７，３７６円でございましたので、これを比較しますと、先ほど御説明しましたように、区

職員の給与が民間従業員の給与額をして、５８８円上回っているという結果になったものでござ

います。そのため、この公民格差を解消するため、今回、給料表の引き下げを行うことを勧告し

たものでございます。 

 Ⅱの「改定内容」でございます。１（１）の「行政職給料表（一）」については、原則、全て

の級及び号給について、給与月額の引き下げ等、記載の４項目のとおりでございます。 

 （２）の「その他の給料表」でございますが、「医療職給料表（一）」については、医師の処

遇確保の観点から、引き下げを行わないという判断を、人事委員会においてしているところでご

ざいます。なお、歯科衛生士、栄養士等の「医療職給料表（二）」及び、医師、看護師等の「医

療職給料表（三）」、「幼稚園教育職員給料表」につきましては、「行政職給料表（一）」との

均衡を考慮し、改定となっております。 

 恐れ入りますが、裏面でございます。初任給につきましては、国との均衡や、民間事業所にお

ける状況、さらに、人材確保の観点から、初任給については据え置くこととしてございます。 

 この「参考」のところを見ていただきますと、「参考３」のところでございますが、モデル

ケースによる試算ということで、ケース１の係員では、一番右の方でございますが、年間給与の

差はゼロ円。ケース２の係長級ですと、マイナス６，０００円。課長級ですと、マイナス８，

０００円。部長級ですと、マイナス１０，０００円というようなモデルケースによる試算をして

いるところでございます。 

 ３の「実施時期等」でございますが、改正条例の公布の日の属する月の翌月の初日から実施し

まして、平成２５年４月からの実施前日末の期間にかかわる公民格差相当分につきましては、本

年度中に支給される期末手当の額において、調整を実施するものでございます。 

 続きまして、Ⅲの「新たな住宅手当制度」でございますが、現行制度において、一定の意義が

あったものと考えますが、他団体や民間の状況、今回の調査結果を総合的に勘案しまして、有意

義な人材を確保する観点等から、新たな制度を構築するものでございます。 

 １の「支給対象」ですが、世帯主等である職員のうち、自ら住宅等を借り受け、月額２７，

０００円以上を支払っている者を対象とします。支給額を８，３００円としまして、年度末現在、
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２７歳までの者には、１８，７００円。２８歳から３２歳までの者には９，３００円を月額に加

算するものでございます。こちらの実施時期につきましては、２６年４月１日からとなってござ

います。 

 今回、特別人事委員会勧告に当たりまして、勧告に合わせまして、今後の人事制度、勤務環境

の整備等に関しましても、人事委員会は報告をしてございます。御手元の資料の３ページの真ん

中のところでございますけれども、今回、人事委員会が出している勧告に合わせた報告でござい

ます。 

 「人事制度、勤務環境の整備等に関する報告（意見）」でございます。内容については、記載

のとおりでございますので、後ほど、御参照していただければと思います。こちらの人事勧告に

伴いまして、今後、特別区におきましては、この勧告を踏まえ、職員組合との団体交渉を行って

参ります。労使協議が整い次第、区として条例改正議案の提出に向け、教育委員会に対しても、

意見の聴取がなされる見込みでございます。 

 今後、限られた時間の中で、教育委員会に対しても、御審議をお願いすることになりますが、

議会の日程等も考慮しますと、次回の委員会、２５日の定例会の場で御審議をしていただきたい

ということを想定しておりますけれども、仮にそれまでに整わない場合につきましては、臨時会

の開催を行う時間的な余裕がないため、文書付議という形で御審議させていただくことになると

考えてございます。 

 私からの説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長 ありがとうございました。ただいまの説明について、質問等ございますか。 

 なければ、続いて「平成２５年度における荒川区立幼稚園、小・中学校の研究活動について」

御説明をお願いします。 

○指導室長 それでは「平成２５年度における荒川区立幼稚園、小・中学校の研究活動について」、

Ａ３縦の資料でございます。表面に小中学校、裏面に幼稚園が記載されております。どの園、学

校でも研究主題、教科等を決めて、教員の授業力、教育力を向上させるために、校内研究、園内

研究を実施しております。特に、区及び都の指定を受けて研究をしているところにつきまして、

紹介をさせていただこうと思います。 

 まず、学校名の右の欄が区の「研究指定等」でございます。一つ目は小中一貫教育が小学校の

４番・汐入小学校、５番・汐入東小学校と、中学校の２番・第三中学校で、小中一貫の教育の研

究を行っております。 

 次に、「授業力向上プロジェクト」と申しまして、小学校１２番・第七峡田小学校、１４番・

尾久小学校、１５番・尾久西小学校、１６番・尾久第六小学校、２１番・第二日暮里小学校。中

学校では、１０番の諏訪台中学校。それから裏面に参りまして、幼稚園の１番の南千住第二幼稚
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園と東日暮里幼稚園が指定を受けております。幼稚園につきましては、今年度から、幼稚園協会

からの要望を受けまして、幼稚園も指定をして、園内研究を進めるといったようなことをさせて

いただいております。 

 併せて、昨年度、中学校教育の充実というようなお話もいただいておりましたが、昨年度まで、

ここ数年、中学の授業力向上プロジェクトの指定校はなかったのですが、今年度につきましては、

諏訪台中学を指定させていただいて、中学でも授業力向上に向けて取り組んでいただいておると

ころでございます。 

 それから、その隣の行が「都の事業」、都の指定を受けているものでございますので、紹介さ

せていただきますと、まず「人尊校」と略してありますが、人権尊重教育推進校でございます。

１番の瑞光小学校、６番の第六瑞光小学校、８番の第二峡田小学校、それから中学校の１番・第

一中学の４校が人権尊重教育推進校でございます。 

 続いて、「理数フロンティア校」ということで、５番の汐入東小学校と、中学の２番の第三中

学校。これは小中一貫教育の中で、また特に理数教育を中心にそこに重点を置いて、授業におけ

る研究を行っていただいているという内容でございます。 

 それから次に、「スポーツ教育推進校」でございます。これも都の指定でございますけれども、

１番の瑞光小学校、それから１４番の尾久小学校、１５番の尾久西小学校、２２番の第三日暮里

小学校、中学校の６番・第九中学校、７番・尾久八幡中学校がスポーツ教育の推進校でございま

す。 

 次に、「言語能力向上」研究校ということで、２０番の第一日暮里小学校と２４番のひぐらし

小学校、それから中学校９番の原中学校が言語能力向上研究校の指定を受けてございます。 

 最後でございます。「学力向上パートナーシップ調査研究校」ということで、２４番のひぐら

し小学校と、中学校１０番の諏訪台中学校が学力向上パートナーシップ研究校の指定を受けて、

研究に取り組んでおります。 

 特に、網かけの部分につきましては、今年度、一番右に「研究発表日」を設定しておりますけ

れども、そこのところで区内外に発信ということで、研究発表を行います。先生方もぜひお時間

ございましたら、研究発表のところにおいでいただきまして、御指導いただければと思います。 

 説明につきましては以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○小林委員 研究発表日が教育委員会と重なっている日が幾つかあるのですが、そこの研究発表を

見せていただいて、場所を変えて教育委員会を行うという形にできるものなのでしょうか。 

○指導室長 それはまた、そういった方向で調整させていただきたいと思います。 

○小林委員 よろしくお願いいたします。 

○委員長 ほかにございませんか。では続いて「平成２５年度東京都功労者表彰（文化功労）の受
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賞について」説明をお願いします。 

○社会教育課長 「平成２５年度東京都功労者表彰（文化功労）受賞者の報告について」でござい

ます。 

 表彰等の種類でございます。「平成２５年度東京都功労者表彰（文化功労）」でございます。

表彰者は東京都知事でございます。 

 内容でございますが、東京都の区域におきまして、顕著な功績又は模範として推奨するに価す

る業績を表彰するものでございます。 

 受賞者でございます。林文子様。荒川区華道茶道文化会理事長及び荒川区文化団体連盟会計監

査の方でございます。 

 「表彰の対象となった活動・功績等」でございますが、荒川区華道茶道文化会理事長、荒川区

文化団体連盟会計監査としまして、永年にわたり地域文化の向上に貢献しまして、その功績が認

められたためでございます。 

 表彰式でございますが、平成２５年１０月１日１１時から東京都庁で行われたものでございま

す。 

 林文子様は、華道茶道文化会理事長を務められておりまして、「伝統文化こども教室」、これ

は文化庁の補助金の対象の事業でございますが、平成１７年から続けております「子どもいけば

な教室」として、この華道茶道文化会が実施しております。また、身近な場所において茶道とい

う伝統文化に触れる機会としまして、毎年成人の日の集い、また荒川の伝統技術展におきまして、

お茶のコーナーを開設していただいているところでございます。 

 報告は以上でございます。 

○委員長 ありがとうございました。質問等ございますか。 

 では続いて「平成２５年度生涯スポーツ功労者及び生涯スポーツ優良団体表彰の受賞につい

て」説明をお願いします。 

○社会体育課長 「平成２５年度生涯スポーツ功労者及び生涯スポーツ優良団体表彰の受賞につい

て」説明させていただきます。 

 表彰の種類でございます。表彰名が「平成２５年度生涯スポーツ功労者及び生涯スポーツ優良

団体表彰」でございます。表彰者は文部科学大臣でございます。 

 受賞者、荒川区剣道連盟が生涯スポーツ優良団体として表彰されました。表彰の対象となった

活動でございますが、長年にわたり荒川区の剣道の普及及び振興、青少年の健全育成に尽力され、

荒川区における生涯スポーツ振興に貢献したことが認められたものでございます。 

 表彰式でございますが、今ちょうど行われているところでございます。平成２５年１０月

１１日、きょうの午後１時から、場所は中央合同庁舎の第７号館で行っているところでございま
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す。 

 なお、この文部科学大臣表彰ですが、先ほどの東京都功労者表彰を受けた団体等が対象となる

わけですけれども、こちらの剣道団体につきましては、昨年度、東京都功労者表彰を受けられま

して、そのまま今年になって、続けて受賞されたということでございます。なかなか今まではこ

のように東京都から文部大臣表彰がすぐにということは少なかったところでございます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長 ありがとうございました。質問等ございますか。 

 続いて、１０月から１２月までの教育委員会関係主要行事については、配付資料のとおりです

が、これについて何かありますか。 

 予定していた事項は以上ですが、事務局からほかに連絡事項等ございますか。 

〔「ございません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長 なければ以上をもちまして、教育委員会第１９回定例会を閉会しますが、私の委員長の

任期満了に伴いまして、一言ごあいさつをさせていただきます。 

 この１年間、荒川区の教育が従来からずっと引き続いてきた教育改革をさらに前に進めるべく、

教育委員会の委員の皆さん、事務局の皆さん、とりわけ学校現場の皆さんの御協力によって、そ

れなりに進められてきたと思います。 

 荒川区の教育をめぐっては、それぞれの具体的な問題について、いろいろな意見が区民、ある

いは保護者、議会から、いつも活発に意見が寄せられています。そういった中で教育委員会の委

員の皆様も、教育委員会の事務局の皆さんも、とりわけ学校現場の皆さんはいつも気を許せる場

面がなくて、緊張状態が続いていると思います。でも、そういう緊張の中で荒川の教育が一歩一

歩でも前進して、子どもたちのためになっていると思いますので、ぜひ、これからも新しい髙野

委員長、小林委員長職務代理者を先頭にして、教育委員会としても努めて参りたいと思いますの

で、どうぞよろしくお願いします。御協力大変ありがとうございました。 

―了― 


